
◎古物営業法の一部を改正する法律 
（平成三〇年四月二五日法律第二一号）   

一、提案理由（平成三〇年四月三日・参議院内閣委員会） 

○国務大臣（小此木八郎君） おはようございます。 

 ただいま議題となりました古物営業法の一部を改正する法律案につきまして、その提

案理由及び内容の概要を御説明いたします。 

 この法律案は、最近における古物営業の実情等に鑑み、その受けるべき許可を、営業

所等の所在する都道府県ごとの公安委員会の許可から主たる営業所等の所在する都道府

県の公安委員会の許可に改めるとともに、古物商の仮設店舗における古物の受取に係る

営業の制限を緩和すること等をその内容としております。 

 以下、各項目ごとにその概要を御説明いたします。 

 第一は、古物営業の許可に関する規定の整備についてであります。 

 その一は、古物営業の許可を、営業所等の所在する都道府県ごとの公安委員会の許可

から主たる営業所等の所在する都道府県の公安委員会の許可に改めることとするととも

に、許可申請に係る事項の変更の届出、古物商等に対する指示及び営業の停止等に関す

る規定を整備することとするものであります。 

 その二は、集団的に又は常習的に暴力的不法行為等を行うおそれがある者等を古物商

等の欠格事由に追加することとするものであります。 

 その三は、公安委員会は、古物商等の営業所等の所在地を確知できないとき又は古物

商等の所在を確知できないときは、その事実を公告し、当該古物商等から申出がないと

きは、その許可を取り消すことができることとするものであります。 

 第二は、仮設店舗における営業の制限の緩和についてであります。 

 その一は、古物商は、仮設店舗において古物営業を営む場合において、あらかじめそ

の日時及び場所をその場所を管轄する公安委員会に届け出たときは、買受け等を行うた

め、古物商以外の者から古物を受け取ることができることとするものであります。 

 その二は、警察職員は、必要があると認めるときは、営業時間中において、古物商の

仮設店舗に立ち入り、古物及び帳簿等を検査し、関係者に質問することができることと

するものであります。 

 なお、この法律の施行日は、欠格事由の追加に関する規定、公告による許可の取消し

に関する規定及び仮設店舗における営業の制限の緩和に関する規定については公布の日

から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日、その他の部分については

公布の日から起算して二年を超えない範囲内において政令で定める日としております。 

 以上が、この法律案の提案理由及びその内容の概要であります。 

 何とぞ、慎重御審議の上、速やかに御賛同賜らんことをお願い申し上げます。 

 ありがとうございました。 

二、参議院内閣委員長報告（平成三〇年四月六日） 



○榛葉賀津也君 ただいま議題となりました法律案につきまして、内閣委員会における

審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、最近における古物営業の実情等に鑑み、その受けるべき許可を、営業所

等の所在する都道府県ごとの公安委員会の許可から主たる営業所等の所在する都道府県

の公安委員会の許可に改めるとともに、古物商の仮設店舗における古物の受取に係る営

業の制限を緩和する等の措置を講じようとするものであります。 

 委員会におきましては、許可単位の見直しと営業制限の緩和をした理由及び盗品等の

売買防止等への影響、古物商等の営業の実態把握の状況及び許可の簡易取消し制度の導

入の理由、フリーマーケットアプリ等の運営業者に対する規制の現状及び今後の検討の

方向性等について質疑が行われましたが、その詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、衆議院内閣委員長報告（平成三〇年四月一七日） 

○山際大志郎君 ただいま議題となりました法律案につきまして、内閣委員会における

審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、最近における古物営業の実情等に鑑み、その受けるべき許可を、営業所等の

所在する都道府県ごとの公安委員会の許可から主たる営業所等の所在する都道府県の公

安委員会の許可に改めるとともに、古物商の仮設店舗における古物の受取に係る営業の

制限を緩和する等の措置を講ずるものであります。 

 本案は、参議院先議に係るもので、去る四月十日本委員会に付託され、翌十一日小此

木国家公安委員会委員長から提案理由の説明を聴取いたしました。次いで、十三日に質

疑を行い、質疑終局後、採決の結果、本案は全会一致をもって原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 


